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里川文化塾
詳細はHPで公開しています。

http://www.mizu.gr.jp/bunkajuku/

暮らしとかかわるすべての水循環の経路を、私たちの
センターでは「里川」と呼んでいます。
いろいろな里川を発見しその価値を身近に感じたい！
ということで、2011年度からスタートした〈里川文化
塾〉。「野川を歩く～都市河川を考える～」（4月5日）と

「演習林で学ぶ『森と水』」（5月11日）のご報告です。

第12回里川文化塾　演習林で学ぶ「森と水」
会期：2013年5月11日（土）10：00～15：30

会場：東京農業大学・奥多摩演習林及び演習林研修センター

プログラムリーダー：前川太一郎さん ライター・編集者

講師：菅原泉さん 東京農業大学地域環境科学部森林総合科学科教授

奥多摩演習林長（写真下中央）

156haの東京農業大学・奥多摩演習林では、

森林の仕組みや動植物との関係、森林の環境的

機能、造林や間伐の方法、作業道の実証的な設

計などについて研究しています。フィールドと

なるのはきつい傾斜地。計測装置を設置するこ

と一つとっても、大変な労力の下で研究が進め

られていることを、山に入って実感しました。

林業経営計画に則った管理・保全を行なうた

めに、立ち木の〈林分材積〉を測る方法や、表

層土を観察して、森林土壌の状態や根系を把握

する必要性、増え過ぎた鹿の害など、フィール

ドならではの経験ができました。

17月21日（日）「野草探しから草木染め＆がさがさ体験」
19月17日（土）「大久保長安が築いた八王子の町と水」
10月18日（金）「拡がる雨水利用」
11月18日（金）「和紙と木版画の今」

2013年は、以下の里川文化塾を準備中です。詳細はHPでお知らせしています。

第11回里川文化塾　野川を歩く～都市河川を考える～
会期：2013年4月5日（金）9：30～16：00

フィールド：JR中央線　武蔵小金井駅〜滄浪泉園〜小金井神社〜くじら山〜武蔵野公園

〜野川公園〜峯岸水車〜大沢橋下（この間を10kmほど歩きました）

プログラムリーダー：新美敏之・松本裕佳 （株）ミツカングループ本社

ナビゲーター：若林高子さん 環境省環境カウンセラー

堀井光夫さん エコロジカル野川の会副代表

野川は、国分寺崖線（がいせん）の湧水を

集めて流れ、多摩川に注ぐ延長20kmの一級河

川です。高度成長期には生活雑排水が流入し

て、汚れたドブ川となってしまいました。野

川再生に立ち上がった市民たちの活動は、先

駆的なもの。長らく市民活動にかかわってき

たお二人に、野川の歴史と現状について解説

していただきながら、10kmほどの行程を歩き

ました。半世紀前には水車が点在する地域で

したが、農地が減って玉川上水の水が入らな

くなってからは水量も減り、水道（みずみち）

が断たれたことで湧水も減少。冬は水涸れと

いう新たな問題を抱えています。被覆率の高

い土地で、地下浸透をどうやって増やしてい

ったらいいか、都市河川の抱える課題につい

て考えさせられました。
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■水の文化45号予告

特集「雪」（仮）

屋根や道路の除雪の苦労や、厳しい寒さと闘

う雪国の現状。とかく厄介もの扱いされる雪

の有効利用を模索します。

『水の文化』に関する情報をお寄せください
本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水とのかかわり」に焦点
を当てた活動や調査・研究などを紹介していきます。
ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる地域に根差し
た調査や研究などの情報がありましたら、自薦・他薦を問いませんので、
事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください
http://www.mizu.gr.jp/

水の文化 バックナンバーをホームページで
本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。
すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用ください。

里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽しめる内容です。
今年度の企画についても、詳細は順次ホームページでご案内します。ご注目
ください。

編
集
後
記

◆
久
し
ぶ
り
の
水
族
館
。
珍
し
い
水
族
か
、
き
れ
い
な
魚
を
見
て
、
お
し
ま

い
だ
っ
た
水
族
館
。
取
材
し
た
水
族
館
の
皆
さ
ん
の
愛
情
・
努
力
・
工
夫
に
触

れ
る
に
つ
け
、
見
方
や
楽
し
み
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。
再
発
見
の
た
め
水
族
館

巡
り
を
し
た
い
も
の
で
す
。
で
も
ペ
ン
ギ
ン
は
か
わ
い
か
っ
た
！
（
後
）

◆
元
来
の
釣
り
好
き
か
ら
、
昔
か
ら
水
族
館
は
好
き
だ
っ
た
。
泳
ぐ
さ
ま
な

ど
水
中
の
魚
の
動
き
が
わ
か
る
の
で
、
釣
り
の
参
考
に
も
な
る
。
楽
し
か
っ
た

り
、
癒
し
の
場
だ
け
で
な
く
、
環
境
教
育
や
種
の
保
存
な
ど
の
役
割
も
大
切
だ
。

こ
れ
か
ら
の
水
族
館
が
楽
し
み
だ
。（
新
）

◆
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
す
る
水
族
館
。
展
示
方
法
・
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド･

飼
育
研
究
体
制
に
お
い
て
業
界
が
切
磋
琢
磨
し
、
個
性
を
磨
い
て
市

場
を
切
り
開
い
て
い
る
結
果
で
あ
る
こ
と
に
納
得
。
し
ば
ら
く
足
を
運
ん
で
い

な
い
方
、
も
っ
た
い
な
い
の
で
こ
れ
を
機
会
に
是
非
！
（
松
）

◆
今
回
は
取
材
に
同
行
で
き
ず
残
念
。
私
の
水
族
館
の
記
憶
は
油
壺
マ
リ
ン

セ
ン
タ
ー
。
魚
が
足
し
算
を
す
る
の
で
有
名
で
し
た
。
今
や
大
型
化
す
る
水
族

館
で
す
が
、
身
近
な
小
さ
な
水
族
館
の
楽
し
み
方
も
忘
れ
ず
に
い
た
い
な
あ
。

久
々
に
行
っ
て
み
よ
う
か
し
ら
。（
ゆ
）

◆
き
れ
い
な
水
槽
の
向
こ
う
に
あ
る
人
の
情
熱
や
温
も
り
に
触
れ
、
ま
す
ま

す
水
族
館
が
大
好
き
に
な
っ
た
。
特
に
、
思
い
出
深
い
故
郷
の
マ
リ
ン
ピ
ア
松

島
を
訪
れ
ら
れ
た
の
は
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
。
建
設
予
定
の
水
族
館
も
、

仙
台
の
子
ど
も
た
ち
の
大
切
な
場
所
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。（
原
）

◆
マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館
を
入
っ
て
ま
ず
目
に
入
る
の
が
ペ
ン
ギ
ン
コ
ー

ナ
ー
。
瞬
く
間
に
そ
の
し
ぐ
さ
や
泳
ぎ
に
心
を
奪
わ
れ
て
、
わ
ず
か
１
時
間
足

ら
ず
の
間
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
の
が
２
０
０
０
枚
。
今
で
は
自
分
の
部
屋

の
一
角
に
、
ペ
ン
ギ
ン
グ
ッ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
力
）

◆
遠
賀
川
を
辿
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
見
え
ま
し
た
。
古
代
の
村
、
川
を

遡
る
鮭
、
炭
鉱
の
賑
わ
い
、
そ
し
て
良
い
川
を
つ
く
ろ
う
と
働
く
人
々
。
た
だ

遠
賀
堀
川
に
は
民
家
か
ら
洗
剤
の
泡
が
ブ
ク
ブ
ク
と
流
れ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

７
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
実
り
多
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。（
麻
）

◆
水
草
と
魚
と
二
枚
貝
と
砂
利
の
微
生
物
。
こ
う
し
た
多
様
な
生
態
系
が
小

さ
な
水
槽
の
中
に
共
存
す
れ
ば
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
。
本
当
は
、
地
球
も
そ
う
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
な
。
鈴
木
将
広
さ
ん
の

話
を
感
心
し
な
が
ら
聞
い
た
。
何
事
も
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
。（
賀
）
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